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飼料用米生産事例飼料用米生産事例

～多収穫栽培と品種混入問題を解決～多収穫栽培と品種混入問題を解決
し耕畜連携を進める取組み～し耕畜連携を進める取組み～

農岩手県 八幡平農業改良普及センター

八幡平市農業振興支援センター 1

八幡平市の概要八幡平市の概要

八幡平市は岩手県の北部

八幡平市

八幡平市は岩手県の北部、
岩手山・十和田八幡平国立
公園 安比高原リゾ トなど八幡平市 公園・安比高原リゾートなど
の美しい景観と、豊かな土に
恵まれた、農業と観光のまち
です。です。

日本一の｢安代りんどう」を
はじめ 「西根ほうれんそうはじめ、「西根ほうれんそう」
など園芸が盛んで、畜産資
源を活用した循環型農業を
目指しています。目指しています。

2
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１ 飼料用米生産の背景１．飼料用米生産の背景

・遊休農地の拡大（生産側）

八幡平市の転作田約2,000haのうち、620ha(31%)
が自己保全や調整水田となり、耕作放棄地の拡大
が懸念されていた また 水田を有効利用できる飼が懸念されていた。また、水田を有効利用できる飼
料用米生産に関心が高まっていた料用米生産に関心が高まっていた。

・配合飼料価格の高騰（実需側）

飼料原料トウモロコシの価格が高騰していた。
3

２ 取り組みのきっかけ２．取り組みのきっかけ

平成１９年 認定農業者協議会が山形県遊佐町平成１９年、認定農業者協議会が山形県遊佐町
に循環型農業の研修視察を行ったに循環型農業の研修視察を行った。

視察したメンバーの養豚農家から飼料用米利用視察したメンバ の養豚農家から飼料用米利用
の打診があった。打診 あ 。

稲作部会 認定農業者協議会 養豚農家 関係稲作部会、認定農業者協議会、養豚農家、関係
機関で検討し、平成２０年から八幡平飼料用米利
用協議会を設けて３８haの飼料用米生産に取り
組む ととな た組むこととなった。 4
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３ 取り組みの体制３．取り組みの体制

平成２０年 八幡平飼料用米利用協議会設立に・平成２０年、八幡平飼料用米利用協議会設立に
併せて、八幡平市エサ米研究会も設立併せて、八幡平市エサ米研究会も設立

・飼料用米導入定着化緊急対策事業など各種事・飼料用米導入定着化緊急対策事業など各種事
業の事業主体業の事業主体

・協議会の役割・協議会の役割

①飼料用米取引価格の決定①飼料用米取引価格の決定

②②需給調整

③保管・流通の調整
5

４ 取り組みの経過・概要４．取り組みの経過 概要
（１）飼料専用品種の作付け飼

・収量を確保するため 専用品種とした。収量を確保するため、専用品種とした。

品種別作付面積（ha）の推移

品種名 H21 H22 H23 熟期(育成元)

品種別作付面積（ha）の推移

熟期(育成元)
べこごのみ 21.8 5.9 4.4 極早生(東北農研)

つぶみのり 2.8 25.4 65.3 中生の早(岩手農研)

ぴ 生 岩 農 主食どんぴしゃり 22.7 16.3 13.8 中生の中(岩手農研)(主食用)

つぶゆたか 10 1 36 0 93 1 晩生の中(岩手農研)つぶゆたか 10.1 36.0 93.1 晩生の中(岩手農研)

合計 57.4 83.6 176.6合計 57.4 83.6 176.6

「どんぴしゃり」は 専用品種の種子が確保できなかった分 および直「どんぴしゃり」は、専用品種の種子が確保できなかった分、および直
播栽培で利用している。

6
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（２）ほ場での作付け確認（２）ほ場での作付け確認

① 圃場単位 圃場を特定し 栽培を行う①１圃場単位で、圃場を特定して栽培を行う。

②転作確認

１回目 6月下旬作付確認

２回目 カントリー受け入れ回目 カントリ 受け入れ

前に確認前に確認

収穫前の確認の様子

7

（３）乾燥調製はカントリーエレベーターで実施（３）乾燥調製はカントリ レ タ で実施

・主食用米調製終了後に期日を指定して受け入食用米調製終了後 期 を指定 受け入
れている（コンタミ防止のため）

・23年は 主食用受け入れ終了後の・23年は、主食用受け入れ終了後の

10月20日～10月30日まで受け入れた10月20日～10月30日まで受け入れた。

＊戸別の乾燥・調製では＊戸別の乾燥・調製では、
掃除不十分によるコンタミ
のおそれもあるのおそれもある

8
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（４）収穫量（４）収穫量

H２０ H２１ H２２ H２３

平均単収(kg/10a) ４８６ ５２２ ５７２ ５３０

生産者数(人) ５０ ９０ １２０ ２２４

平成２３年では 生産者の１０％は７００kg/10a以上 ３０％平成２３年では、生産者の１０％は７００kg/10a以上、３０％
は６００kg/10a台の単収を得ている。一方、６％は４００
kg/10a以下。

新規に作付する人は、必ず作付前の
修栽培研修会に参加することとしてい

る。適切な管理により多収を目指する。適切な管理 より多収を目指す
ことを呼びかけている。

9

（５）保管の状況（ ）保管の状況

①カントリーエレベーターに籾のまま保管し、①カントリ エレベ タ に籾のまま保管し、
出荷時に籾摺り。

②古い乾燥調製施設を改修し、専用の保管施②古い乾燥調製施設を改修し、専用の保管施
設（空調付）として利用。

10
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（６）飼料用米出荷の流れ

出庫報告・確認

農政事務所

　　　出庫指図票　伝票② 

出庫現地確認　

農政事務所

養豚農家

JA新いわて
八幡平営農経済

センタ 養豚農家センター

荷受確認

出庫指示
飼料米配合飼料

飼料米供給計画・依頼

出庫指図票 出庫指示
　　　バラ出荷

出庫計画
　　　　　出庫依頼

出庫指図票
伝票①・②

　　　出庫指図票　伝票④ 
運送会社

トラック配車

フレコン容器返却

運送依頼

飼料
Ｊ Ａ

西根カントリー
飼料用米フレコン出庫・運搬

出庫指図票 伝票③・④

工場
西根カントリ

出庫に係る連絡の流れ
出庫指図票　伝票の流れ
農政事務所確認事務の流れ農政事務所確認事務の流れ
飼料米出庫の流れ
フレコン容器返却の流れ

11

５．飼料用米を利用した豚肉の生産・５．飼料用米を利用した豚肉の生産
販売販売

養豚農家では、八幡平市で生産された飼料用米全量
を利用。10～20％添加した飼料を給与している。

「八幡平稲穂豚」の銘柄で仙台市場に出荷「八幡平稲穂豚」の銘柄で仙台市場に出荷

県外の食肉加工販売業者に出荷
12

県外の食肉加工販売業者に出荷
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岩手県の飼料用米利用の取り組み岩手県の飼料用米利用の取り組み

「玄米育ち 岩手「八幡平稲穂豚」

八幡平市

「玄米育ち 岩手
めんこい黒牛」

「八幡平稲穂豚」
飼料用米10~20％添加

岩手町

めん い黒牛」
飼料用米10％添加

盛岡市

「稲穂のみのりたまご」
紫波町

「稲穂のみのりたまご」
飼料用米10％添加

岩手県の取り組み面積岩手県の取り組み面積

飼料用米 １ ８００h
「岩手しわ もちもち牛」

飼料用米 １，８００ha

用稲

もち米、もち米WCSを給与

WCS用稲 ７００ha

合計 ２，５００ha 13

６ 生産段階での課題とその対策６．生産段階での課題とその対策
（１）地域に適した飼料用品種の選定（１）地域に適した飼料用品種の選定

各品種の特徴

品種名 優点 欠点 現状

べこごのみ 極早生で多収、
耐倒伏性「強」

耐冷性
やや弱

徐々に減少し
ている耐倒伏性「強」 やや弱 ている。

つぶみのり 中生で多収、耐 他品種よ 標高の高い地
倒伏性「中」、耐
冷性「強」

り倒れや
すい

帯で推奨して
いる冷性「強」 すい いる。

つぶゆたか 晩生で多収、耐 熟期が 標高の低い地つぶゆたか 晩生で多収、耐
倒伏性「強」、耐
冷性「強

熟期が
遅い

標高の低い地
帯で推奨して

る冷性「強」 いる。 14
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（２）低コスト、省力的な栽培法

①耕畜連携による施肥コストの削減

実証事例１ ： 牛ふん堆肥 + 硫安 による施肥体系（H21)
自家牛ふん堆肥体系 施用量（/10a） 費用自家牛ふん堆肥体系 施用量（/10a） 費用

現物 窒素 リン酸 カリ （円/10a）

堆肥 牛糞堆肥 ２，０００ １．２ ５．６ １０．３ －

元肥 硫安 ４０ ８ ４ － － ２ ４００元肥 硫安 ４０ ８．４ ２，４００

追肥 NKC17 １０ １．７ － １．７ ９００

合計 － １１．３ ５．６ １２．０ ３，３００

施肥基準(主食用：わ － ８ ５～７ ５施肥基準(主食用：わ
ら鋤きこみの場合)

－ ８ ５～７ ５

牛糞堆肥は、リン酸とカリの供給源として利用する

H21坪刈単収 ６６０～７２０kg/10a 品種：べこごのみ

慣行 化成肥料 べ 削減慣行の化成肥料６，０００円/10aに比べ、４５％削減 15

実証例２ 豚プン堆肥を基肥とした施肥体系（H23）実証例２ 豚プン堆肥を基肥とした施肥体系（H23）

豚プン堆肥の施肥体系 施用量（/10a） 費用豚プン堆肥の施肥体系 施用量（/10a） 費用

現物 窒素 リン酸 カリ （円/10a）

堆肥

（基肥）

豚プン堆肥 ６００ ８．９ ４．６ １９．４ －

（基肥）

追肥 NKC17 １０ １．７ － １．７ ９００

合計 － １０．６ ４．６ ２１．１ ９００

施肥基準 わら鋤き施肥基準(わら鋤きこみ) － ８ ５～７ ５

20a圃場ではブロードキャスターへの積み込み・散布5回で約３０分
ほどの作業時間であ たほどの作業時間であった。

実際の堆肥施用は 設計より少ない約４００kg/10aとなった実際の堆肥施用は、設計より少ない約４００kg/10aとなった。

慣行の化成肥料６，０００円/10a比べ、８５％削減。慣行の化成肥料６，０００円/10a比 、８５％削減。
16
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実証圃場の様子（品種：つぶゆたか）実証圃場の様子（品種：つぶゆたか）

左 豚プン 右：牛糞堆７月１１日左：豚プン
堆肥

右：牛糞堆
肥+硫安

７月１１日

堆肥

茎数 茎数茎数

４２４本/㎡ ５５６本/㎡４２４本/㎡

穂数 穂数穂数

３１３本/㎡

穂数

３６７本/㎡３１３本/㎡

収量

３６７本/㎡

収量収量

６３９kg/10a

収量

７１２kg/10a６３９kg/10a ７１２kg/10a
成熟期

17

岩手県での堆肥利用促進について岩手県での堆肥利用促進について

・「岩手県内堆肥利用マップ」を作成し、耕種農家での堆肥利用を岩手県内堆肥利用 ップ」を作成し、耕種農家での堆肥利用を
推進。

・広域振興局ごとにも「堆肥マップ」を作成、配付し地域内での耕
畜連携を推進。畜連携を推進。

18
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②省力化技術の実証（直播栽培）

・牧草や畑作物から飼料米への転換で水稲作付面積
が増加 既存 育苗施設 は必要な苗 確保が難が増加し、既存の育苗施設では必要な苗の確保が難し
くなった。くなった。

直播に取り組む

H20～21 農業研究センタ の現地試験

直播に取り組む

H20～21 農業研究センターの現地試験

ｶ ﾟ ｸﾞｶﾙﾊﾟｰｺｰﾃｨﾝｸﾞ

直播作業 6月15日 8月20日

平成 年 収量 （品種 べ ご ）

直播作業 6月15日 8月20日

平成２１年の収量 ４５０kg/10a （品種：べこごのみ） 19

平成22年 直播機(ｶﾙﾊﾟｰ)を1台導入。

「作溝同時播種装置」や

平成22年 直播機(ｶﾙﾊ )を1台導入。

「専用肥料」の導入などで、
収量は500kg/10aまで向収量は500kg/10aまで向
上した。

平成 年 鉄 ｸﾞ直播栽培に取り組み 全刈平成23年 鉄ｺｰﾃｨﾝｸﾞ直播栽培に取り組み、全刈で
525～612kg/10aの収量が得られた。525 612kg/10aの収量が得られた。
今後、栽培上の課題を整理していく。

5月13日 6月16日 8月22日
20
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③省力化技術の実証（流入施肥）

動噴と肥料を背負って 暑い時動噴と肥料を背負って、暑い時
期に追肥するのは大変だなあ。

・硫安を用いた簡易な流入施肥による追肥方法（東北農
研センター開発）の実証 現地指導会を実施（H22）研センター開発）の実証、現地指導会を実施（H22）

一部倒伏したが、坪刈で７３５kg/10aの収量が得られた。 21

７．課題、今後の方向７．課題、今後の方向
①収量の向上

収量向上の動機づけは、麦や大豆のように面積支払い
と収量支払いの組み合わせによる交付が望ましいと収量支払いの組み合わせによる交付が望ましい。

②コスト低減

面的集約による大規模な低コスト生産や 多収のため面的集約による大規模な低コスト生産や、多収のため
の生産技術向上・普及が必要である。産技術向 普及 必要 ある。

③保管場所の確保③保管場所の確保

現在の保管容量は限界に近いため、今後の作付増加現在の保管容量は限界に近いため、今後の作付増加
には新たな保管場所の確保が必要となる。

１つ１つ課題を解決して、飼料用米生産利用を推進していきます
22

- 51 -




